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【整備済み内容】

[的矢地区]
護岸（補強）：1,002m
護岸（補強）：7基

【社会的状況の変化】

的矢港海岸の地形
条件として、海と山
に挟まれた限りある
平地に家屋などが密
集し、住民にとって
護岸は生命線である
ことから、護岸の老
朽化に対して危機感
を抱いています。
また、近年の異常気
象に伴う台風の大型
化などが懸念されて
います。
さらに、東日本大震
災を踏まえて、的矢
地区の住民において
も危機管理意識が向
上しております。加
えて、東海・東南
海・南海地震などの
大規模地震の発生が
危惧されてきている
なか、護岸補強の早
期完了を望む声は、
一層高まっていま
す。

【費用対効果分析】

B/C＝3.29

【コスト縮減】
複雑なリアス式海岸である

という地形条件に配慮し、詳
細な土質調査を実施し、そ
の調査結果を踏まえて、設
計工区を細分化し、工区別
に比較検討を行い、より経済
的な断面を採用するなど、設
計時において可能な限りコ
ストの縮減に取り組んでいま
す。

【代替案】
当地区では、護岸の前面

海域に養殖筏が係留されて
いることから、高潮対策施設
として沖合に離岸堤や人工
リーフなどを設置できませ
ん。また、堤防は広い堤体
盛土の設置スペースが必要
となるため、海岸施設と人家
が隣接している当地区での
スペース確保は困難です。

このため、当地区における
高潮対策施設は護岸以外に
は考えられず、現計画で整
備を進めることが妥当である
と判断しています。

【今後の見通し】

今後も厳しい財
政状況になると予
想されますが、引
き続き事業の進捗
を図り平成33年度
の完成を目指しま
す。
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【全体事業概要】

［的矢地区］
護岸（補強）：1,373m
陸閘（改良）：7基

5,060 71.3%

【目的】

当海岸の海岸保全施設
は伊勢湾台風後の築造か
ら50年程度が経過し老朽
化が著しく、背後地の住
民から一刻も早い施設整
備が望まれているところ
です。
当該事業は、この護岸

の補強を行うことによ
り、波浪や高潮等による
災害を防除し、護岸背後
の生命と財産を守ること
を目的としています。

～
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【全体事業概要】

計画延長 L=990m
築堤工   L=1,550m
掘削工   V=20,000m3
護岸工   L=1,450m
橋梁工     4橋
用地買収 1式

1,500 84.8%

～【事業目的】

檜山路川沿いの浸水被害
防止を目的に、河川の拡幅
と嵩上げ等の改修により流
下能力を確保し、治水安全
度の向上を図ります。

【整備済み内容】

・築堤工 L=1,430m
・掘削工    V=18,500m3
・護岸工    L=1,140m
・橋梁工 4橋
・用地買収 1式

【次年度以降の内容】

・築堤工 L=120m
・掘削工 V=1,500m3
・護岸工 L=310m

【周辺環境の変化】

流域の人口は減少
傾向。被災を経験した
地元住民の協力によ
り、現在まで順調に事
業が進捗している状況
にあります

【経済的変化】

公共事業予算削減
により事業費の確保
が厳しくなっています

【費用対効果分析】

B/C = 1.98
地元との調整によって既設

橋梁を統合し架け替えること
により事業費の縮減に努め
ました

【代替案】

代替案は現実的側面から
ありません

【今後の見通し】

厳しい財政状況で
あるものの、引き続
き事業の進捗を図
り、平成29年度の完
成を目指します


